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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和3年9月16日(2021.9.16)

【公表番号】特表2020-530412(P2020-530412A)
【公表日】令和2年10月22日(2020.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2020-043
【出願番号】特願2020-506963(P2020-506963)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   3/06     (2006.01)
   Ｂ４１Ｆ   5/24     (2006.01)
   Ｂ４１Ｆ   7/02     (2006.01)
   Ｂ４１Ｆ   7/08     (2006.01)
   Ｂ４１Ｆ  33/00     (2006.01)
   Ｂ４２Ｄ  25/40     (2014.01)
   Ｂ４２Ｄ  25/30     (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ    3/06     　　　Ｃ
   Ｂ４１Ｆ    5/24     　　　　
   Ｂ４１Ｆ    7/02     　　　　
   Ｂ４１Ｆ    7/08     　　　　
   Ｂ４１Ｆ   33/00     ２９０　
   Ｂ４２Ｄ   25/40     　　　　
   Ｂ４２Ｄ   25/30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月6日(2021.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷機（２７１５、２７３０）を使用してライトフィールドプリント（４２０、５０１
、３４０２、４５０３）を製造する方法であって、
　少なくとも一部は少なくとも１つのキャリブレーションパターンを印刷することによっ
て前記印刷機（２７１５、２７３０）の少なくとも１つの特性を識別するステップと、
　前記ライトフィールドプリント（４２０、５０１、３４０２、４５０３）を使用してレ
ンダリングされるべきコンテンツを取得するステップであって、前記コンテンツは複数の
シーンビューを含む、ステップと、
　少なくとも一部は前記コンテンツおよび前記印刷機（２７１５、２７３０）の前記少な
くとも１つの特性に基づき、複数の計算済みパターンを生成するステップと、
　前記印刷機（２７１５、２７３０）を使用して、１つまたは複数の基板（２７０２、２
７０８、３４０３、４１０１、４１０４、４３４３、４４０３）上に前記複数の計算済み
パターンを印刷するステップと、を含む方法。
【請求項２】
　前記複数の計算済みパターンを生成するステップは、少なくとも一部は前記コンテンツ
および前記印刷機（２７１５、２７３０）の前記少なくとも１つの特性に基づき、フロン
トターゲットパターンとバックターゲットパターンとを生成するステップを含み、
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　前記印刷機（２７１５、２７３０）を使用して、１つまたは複数の基板（２７０２、２
７０８、３４０３、４１０１、４１０４、４３４３、４４０３）上に前記複数の計算済み
パターンを印刷するステップは、前記印刷機（２７１５、２７３０）を使用して、
　　基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１０４、４３０３、４４０３）
の第１の面に前記フロントターゲットパターンを印刷し、
　　前記基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１０４、４３０３、４４０
３）の第２の面に前記バックターゲットパターンを印刷するステップを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも一部は前記少なくとも１つのキャリブレーションパターンを印刷することに
よって前記印刷機（２７１５、２７３０）の前記少なくとも１つの特性を識別するステッ
プは、前記基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１０４、４３０３、４４
０３）に沿った少なくとも１つの方向の達成可能なレジスタリング精度、前記印刷機（２
７１５、２７３０）のアライメントの程度、前記基板（２７０２、２７０８、３４０３、
４１０１、４１０４、４３０３、４４０３）に沿った少なくとも１つの方向の最小線幅、
インクが載っていない状態の前記基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１
０４、４３０３、４４０３）のスペクトル減衰、前記基板（２７０２、２７０８、３４０
３、４１０１、４１０４、４３０３、４４０３）に載っているインクのスペクトル減衰、
前記基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１０４、４３０３、４４０３）
に載っているインクの組合せのスペクトル減衰、およびドットゲインからなる群から選択
される少なくとも１つの特性を識別するステップを含む請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記印刷機（２７１５、２７３０）の解像度、前記印刷機（２７１５、２７３０）に関
連付けられているプレートセッターの解像度、前記基板（２７０２、２７０８、３４０３
、４１０１、４１０４、４３０３、４４０３）の厚さ、前記基板（２７０２、２７０８、
３４０３、４１０１、４１０４、４３０３、４４０３）の屈折率、および前記印刷機（２
７１５、２７３０）のフレキソ印刷歪み率からなる群から選択される少なくとも１つの特
性を識別するステップをさらに含む請求項３または請求項１もしくは２のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項５】
　識別する前記ステップは、
前記少なくとも１つのキャリブレーションパターンの印刷されたバージョンを使用して前
記印刷機（２７１５、２７３０）の少なくとも１つの色チャネルに対するドットゲインを
示す１つまたは複数の値を識別するステップを含む請求項１または請求項２から４のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのキャリブレーションパターンは、前記印刷機（２７１５、２７３
０）の複数の異なる色チャネルの各々に対する配向されたライン掃引のセットを含み、
　識別する前記ステップは、前記印刷機（２７１５、２７３０）によって印刷された配向
されたライン掃引の前記セットの前記印刷されたバージョンを使用して前記印刷機（２７
１５、２７３０）の前記色チャネルの各々に対するドットゲインを識別するステップを含
む請求項５または請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのキャリブレーションパターンは、前記印刷機（２７１５、２７３
０）の第１の色チャネルに対する配向されたライン掃引の第１のセットを含み、配向され
たライン掃引の前記第１のセットは、第１の間隔を有するラインの第１のパッチと、前記
第１の間隔と異なる第２の間隔を有するラインの第２のパッチとを含み、好適には、
　前記少なくとも１つのキャリブレーションパターンは、前記印刷機（２７１５、２７３
０）の第２の色チャネルに対する配向されたライン掃引の第２のセットを含み、
　配向されたライン掃引の前記第２のセットは、前記第１の間隔を有するラインの第３の
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パッチと、前記第２の間隔を有するラインの第４のパッチとを含み、または
　配向されたライン掃引の前記第１のセットは、ウェブ方向に沿って配向されたラインの
少なくとも１つのパッチと、前記ウェブ方向を横断する形で配向されたラインの少なくと
も１つのパッチとを含む請求項６または請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　識別する前記ステップは、
　前記印刷機（２７１５、２７３０）によって印刷された前記少なくとも１つのキャリブ
レーションパターンの印刷されたバージョンを使用して前記印刷機（２７１５、２７３０
）のアライメントの程度を識別するステップを含み、好適には、
　前記少なくとも１つのキャリブレーションパターンは、前記印刷機（２７１５、２７３
０）のフロント－バックミスアライメントを指示するように設計された少なくとも１つの
アライメントマークを含むか、または、
　前記印刷機（２７１５、２７３０）のアライメントの前記識別された程度を使用して前
記印刷機（２７１５、２７３０）のアライメントを行うステップをさらに含む請求項１ま
たは請求項２から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記印刷機（２７１５、２７３０）は、フレキソ印刷機（２７１５、２７３０）であり
、前記方法は、
　前記印刷機（２７１５、２７３０）に対するフレキソ印刷歪み率を識別するステップを
さらに含み、
　前記フロントおよびバックターゲットパターンを生成するステップは、前記識別された
フレキソ印刷歪み率にさらに基づき実行される請求項２から８のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１０】
　生成する前記ステップは、
　初期フロントおよびバックパターンを生成するステップと、
　前記初期フロントおよびバックパターンのうちの少なくとも１つを繰り返し更新して前
記フロントおよびバックパターンを取得するステップとを含む請求項２から９のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のシーンビューを含むコンテンツを取得するステップは、前記ライトフィールドプ
リントの観察者の位置のそれぞれのセットに対応するシーンビューのセットを取得するス
テップを含む請求項１または請求項２から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記印刷機（２７１５、２７３０）は、アナログ印刷機（２７１５、２７３０）であり
、
　前記印刷機（２７１５、２７３０）は、フレキソ印刷機（２７１５、２７３０）または
オフセット印刷機（２７１５、２７３０）であり、好適には
　前記印刷機（２７１５、２７３０）は、ＳＩＭＵＬＴＡＮプレスである請求項１または
請求項２から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数の計算済みパターンを生成するステップは、少なくとも一部は前記コンテンツ
および前記印刷機（２７１５、２７３０）の前記少なくとも１つの特性に基づき、フロン
トターゲットパターンとバックターゲットパターンとを生成するステップを含み、
　前記印刷機（２７１５、２７３０）を使用して、基板（２７０２、２７０８、３４０３
、４１０１、４１０４、４３４３、４４０３）上に前記複数の計算済みパターンを印刷す
るステップは、前記印刷機（２７１５、２７３０）を使用して、
　　第１の基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１０４、４３０３、４４
０３）の面に前記フロントターゲットパターンを印刷し、
　　第２の基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１０４、４３０３、４４
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０３）の面に前記バックターゲットパターンを印刷するステップを含み、
　前記第１の基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１０４、４３０３、４
４０３）および前記第２の基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１０４、
４３０３、４４０３）は、異なる基板（２７０２、２７０８、３４０３、４１０１、４１
０４、４３４３、４４０３）である請求項１または請求項２から１２のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１４】
システムであって、
　少なくとも１つのコンピュータハードウェアプロセッサと、
　プロセッサ実行可能命令を記憶する少なくとも１つの非一時的コンピュータ可読記憶媒
体であって、前記少なくとも１つのコンピュータハードウェアプロセッサによって実行さ
れたときに、前記少なくとも１つのコンピュータハードウェアプロセッサに、請求項１か
ら１３のいずれか一項に記載の方法の動作を実行させる、プロセッサ実行可能命令を記憶
する少なくとも１つの非一時的コンピュータ可読記憶媒体とを備えるシステム。
【請求項１５】
　プロセッサ実行可能命令を記憶する少なくとも１つの非一時的コンピュータ可読記憶媒
体であって、少なくとも１つのコンピュータハードウェアプロセッサによって実行された
ときに、前記少なくとも１つのコンピュータハードウェアプロセッサに、請求項１から１
３のいずれか一項に記載の方法の動作を実行させる、プロセッサ実行可能命令を記憶する
少なくとも１つの非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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